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へ
ー
ゲ
〃
の
「
神
的
三
角
形
」
に
つ

　
へ
ー
ゲ
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
は
、
K
・
ロ

ー
ぜ
ン
ク
ラ
ン
ツ
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
遺
稿
集
『
へ
ー
ゲ
ル
の

　
　
　
＾
1
）

根
源
的
体
系
』
の
な
か
で
、
彼
の
注
釈
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
断
片
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体

論
の
思
想
史
的
脈
略
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
に
即
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

多
く
は
な
か
っ
た
。
意
識
的
に
無
視
さ
れ
た
り
、
へ
ー
ゲ
ル
の
本

来
の
テ
キ
ス
ト
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
否
定
的
評
価
さ

　
　
　
　
　
＾
3
）

え
も
あ
ら
わ
れ
た
o

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
否
定
的
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の

断
片
を
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
展
開
の
う
ち
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す

、し

て

‘

岩
　
　
佐

茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

る
試
み
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
論
点
と
し
て
は
、

主
と
し
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
の
執

筆
時
期
の
確
定
の
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
こ
の
断
片
と
、

G
・
シ
ュ
ツ
ゥ
ー
ル
フ
ァ
ウ
ト
が
一
九
三
一
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
図

書
館
で
へ
ー
ゲ
ル
の
遺
稿
の
な
か
か
ら
見
つ
け
た
「
三
角
形
の

図
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
執
筆
時
期
の
問
題
に
か
ん
し
て
い
え
ぱ
、
断
片
の
最

初
の
報
告
者
で
あ
る
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
は
、
断
片
を
へ
ー
ゲ
ル

の
「
体
系
の
最
初
の
形
態
」
と
み
な
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
期

　
　
　
　
　
　
　
？
〕

の
前
半
に
位
置
づ
け
た
。
T
・
L
・
へ
ー
リ
ン
グ
は
、
そ
れ
を
イ

ェ
ー
ナ
初
期
の
も
の
と
み
な
し
、
『
信
仰
と
知
』
の
後
で
論
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
発
展
に
お
け
る
意
義
を
認
め
た
。
J
・
ホ
フ

マ
イ
ス
タ
ー
も
、
彼
が
編
集
し
た
へ
ー
ゲ
ル
の
資
料
集
に
「
神
的
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●

（93）　へ一ゲルあ「神的三角形」について

1図
　
、
こ
の
断
片
の
執
筆
時
期
を
一
八
〇
四
年
春
と
し
て
報
告
し
た
。

ー
ゲ
ル
に
よ
る
三
角
形
の
構
成

と
う
し
て
お
こ
な
わ
れ
L
、

て
い
る
と
い
う
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
報
告
は
、
断
片
が
一
八
〇

三
／
四
年
の
「
自
然
哲
学
」
を
前
提
に
し
て
書
か
れ
た
こ
と
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

示
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
キ
ム
メ
ル
レ
の
推
測
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
た
い
し
τ
、
H
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
断
片
が
三
／
四
年
の

「
自
然
哲
挙
」
の
後
に
書
か
れ
た
と
す
る
キ
ム
メ
ル
レ
の
推
測
は

根
、
拠
が
な
く
、
そ
の
逆
、
づ
ま
り
断
片
が
「
自
然
哲
学
」
に
先
立

っ
て
書
か
れ
た
場
合
も
あ
り
う
る
と
主
張
し
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、

「
神
的
三
角
形
」
に
お
け
る
「
諸
三
角
形
の
三
角
形
」
の
う
ち
に

は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
が
そ
の
思
想
的
背
景
に
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
が
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
展

開
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
も
っ
た
一
八
〇
一
年
に
断
片
も
書
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

れ
た
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
角
形
L
の
断
片
を
収
録
し
、
執
筆

時
期
に
か
ん
す
る
へ
ー
リ
ン
グ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
）

見
に
同
意
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

H
・
キ
ム
メ
ル
レ
は
・
へ
ー
ゲ
ル
の

イ
ェ
ー
ナ
期
の
年
表
作
成
の
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
（
肉
o
舅
才
鼻
ま
冒
）
が
「
自
然
を

「
動
物
の
構
成
」
の
と
こ
ろ
で
中
断
し

　
　
　
　
　
＾
君
〕

2図へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
発
展
過
程
の
う
ち
に
、

位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
と
「
三
角
形
の
図
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
図
の
発
見
者
で
あ
る
シ
ュ
ツ
ゥ
ー
ル
フ
ァ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

ト
が
両
者
の
密
接
な
連
関
を
指
摘
し
て
以
来
、
一
般
に
そ
の
よ
う

に
思
わ
れ
て
き
た
。
キ
ム
メ
ル
レ
は
、
イ
ェ
ー
ナ
期
の
文
献
考
証

を
お
こ
な
っ
た
さ
い
、
両
者
の
間
に
は
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
つ
つ
も
、
図
を
断
片
の
下
図
と
み
な
し
て
、
図
が
書
か
れ
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

期
を
断
片
の
直
前
に
お
い
た
。
ズ
ー
ア
カ
ム
プ
版
の
『
へ
ー
ゲ
ル

選
集
』
第
二
巻
も
、
何
ら
の
理
由
を
示
す
こ
と
も
な
く
図
を
断
片

の
文
章
の
あ
い
だ
に
挿
入
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
密

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

接
な
関
係
を
暗
示
し
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、

断
片
と
図
と
が
何
ら
の
関
係
を
も
も
た
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
〕

者
は
思
想
的
に
相
容
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
神
的
三
角

形
」
の
断
片
の
執
筆
時
期
に
か

ん
し
て
は
、
へ
ー
リ
ン
グ
、
キ

ム
メ
ル
レ
、
そ
れ
に
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
の
あ
い
だ
に
は
食
い
違
い

が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
は
、

　
　
　
「
神
的
三
角
形
」
を
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一橘諭叢 第91巻 第2号　（94）

　
　
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
が
、
厳
密
な
幾
何
学
的
方
法
に
よ
る

「
諸
三
角
形
の
三
角
形
（
O
巨
U
邑
彗
吋
く
昌
］
）
至
8
〆
雪
）
」
（
図

1
）
の
構
成
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
「
三
角
形
の

図
」
（
図
2
）
は
、
「
諸
三
角
形
を
伴
う
三
角
形
」
（
9
目
U
邑
o
鼻

昌
箒
］
〕
冨
討
鼻
昌
）
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
わ
れ
わ

れ
が
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
図
で
は
な
く
、
「
神
的
三
角
形
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
正
〕

の
断
片
の
方
に
限
定
さ
れ
る
。

　
　
（
1
）
声
寄
彗
ζ
冒
ド
繧
。
・
芸
自
・
毛
言
。
・
5
募
身
器
冒
・
H
o
轟

　
　
　
1
§
9
ぎ
岨
罵
。
日
監
髪
邑
凹
p
三
；
竃
ま
・
葦
汀
。
ぎ
・

　
　
　
ε
邑
昌
g
員
麦
胴
．
く
．
カ
ー
単
軍
尋
二
。
・
・
ド
星
豆
。
日
・
嚢
♪

　
　
　
ω
．
H
雪
－
一
塞
1

　
　
（
2
）
声
ぎ
ぎ
ぎ
黒
。
目
色
募
忌
目
琴
宥
冒
葦
書
き
津
・

　
　
　
室
9
咀
昌
，
色
員
H
8
〉
ω
．
旨
N
l

　
　
（
3
）
　
匡
一
・
〇
一
宛
砧
σ
段
o
o
打
葭
o
o
q
色
㎜
＞
自
饒
印
餉
畠
目
o
口
匝
畠
峯
㌣
一
す
o
蜆
ぎ

　
　
　
色
…
；
書
色
『
事
昌
－
え
き
胃
Φ
二
書
－
ω
．
§
．

　
　
（
4
）
　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
T
・
H
・
へ
ー
リ
ン
グ
と
H
．
キ

　
　
　
　
ム
メ
ル
レ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
声
曽
碧
ユ
轟
一
｝
晶
o
－
．
ω
〇
一
昌
ミ
o
－
．

　
　
　
一
彗
昌
o
m
9
目
老
曾
ぎ
ド
2
2
o
昌
o
ぎ
＞
巴
昌
し
ξ
ざ
田
p
ピ

　
　
　
ω
1
　
岨
o
o
㎞
葭
l
i
　
■
o
．
　
N
－
　
ω
．
　
－
N
一
－
　
匡
．
　
穴
…
目
－
H
目
巾
『
－
o
、
　
－
〕
串
餉
　
勺
H
o
σ
－
o
目
－

　
　
　
毒
き
。
・
§
巨
畠
彗
匡
叶
註
岨
冒
寿
姜
一
黒
。
・
亭
ぎ
饒
雪
墨
．

　
　
　
　
幕
h
二
し
．
呂
姜
茅
量
ぎ
邑
品
9
寄
；
二
轟
ド
ω
．
■
竃
・

　
　
（
5
）
ρ
≠
一
罵
。
目
阜
峯
呂
ぎ
一
目
姜
彗
暑
霊
邑
彗
；
嘉
・

　
く
’
向
．
冒
O
巨
O
書
彗
呂
戸
宍
．
竃
．
彗
9
器
ポ
卑
彗
ζ
胃
“
芭
－
竃
二

　
　
岩
N
9
｝
p
N
一
ω
．
伽
室
1

（
6
）
H
．
声
｝
器
ま
。
司
し
巨
庄
．
一
塁
・
“
ω
L
～
H
・

（
7
）
U
・
ぎ
塞
募
豊
罵
。
日
祭
塁
麦
。
彗
泰
巨
凄
・
く
・
－
・

　
｝
o
日
目
芽
註
3
ω
葦
晶
葦
二
0
N
♪
ω
．
ミ
令
・

（
8
）
震
琶
一
峯
胃
ぎ
望
．
N
一
ω
．
伽
峯
3
㎞
・

（
9
）
声
匿
旨
量
景
N
冒
O
享
o
昌
嘉
ざ
き
目
夢
。
・
監
言
冨
。
月

ぎ
巨
ま
ξ
三
憲
。
・
早
ω
庁
邑
員
匿
ー
ナ
要
昌
二
8
メ
ω
・

　
　
H
ひ
N
一

（
1
0
）
声
o
o
9
邑
宗
■
ぎ
彗
。
目
己
。
あ
亘
竃
彗
書
邑
旨
。
口
｝
晶
〇
一
・

ぎ
旨
轟
二
三
霊
翌
・
ω
旨
〇
一
葦
匿
－
員
■
昌
ξ
ち
員
o
。
・

　
　
旨
o
o
饒
．

（
1
1
）
ρ
ω
；
；
彗
貫
U
竃
U
冨
一
。
芹
U
庁
O
馨
募
幕
ま
。
』

　
　
邑
。
同
豪
g
ω
着
巨
蜆
ら
甘
自
看
胃
戸
嚢
N
一
ω
・
u
墓
・

（
1
2
）
声
ら
昌
豪
量
N
昌
9
冒
昌
冨
ざ
く
9
＝
奪
尿
』
9
毒

　
　
ω
o
亭
奉
彗
一
ω
．
α
ミ
．

（
1
3
）
雰
。
・
具
ミ
害
至
塁
－
P
ω
．
㎞
ω
“
－
3
o
・

（
叫
）
甲
ω
g
罵
幕
‘
N
胃
冒
。
冨
軍
身
目
σ
o
寿
置
罵
。
・
。
F

　
　
一
『
霊
o
・
〇
一
－
ω
g
夢
p
望
．
。
。
し
｛
少
ω
・
睾

（
∬
）
　
キ
ム
メ
ル
レ
は
、
「
三
角
形
の
図
」
は
「
無
限
に
進
ん
で
い
く

　
　
直
線
」
を
あ
ら
わ
す
と
み
な
し
、
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
発
展
に
お
け

　
　
る
意
義
を
指
摘
す
る
（
－
〕
蕩
軍
o
巨
価
冒
忌
『
＞
冨
鶉
o
巨
o
鵠
彗
ぎ
岸

　
　
○
鶉
U
彗
写
冨
一
ω
。
H
一
①
．
）
が
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う

　
　
に
、
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
・
か
、
他
の
人
に
よ
一
て
書
。
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（95）　へ一ゲルの「神的三角形」について

か
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
人
の
も
の
牽
へ
ー
ゲ
ル
が
写
し
取

っ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
い
つ
書
か
れ
た
の
か
、
等

に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
こ
と
は
何
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

（
＜
胴
－
．
■
．
ω
9
冨
民
胃
一
亭
巨
－
一
ω
1
ご
h
）
。

二

　
い
わ
ゆ
る
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
は
、
へ
－
ゲ
ル
か
ら
の
四

つ
の
引
用
－
内
容
的
に
は
、
最
初
の
引
用
部
分
と
、
第
二
～
四

の
引
用
部
分
と
に
大
別
さ
れ
う
る
の
で
、
前
者
を
断
片
1
、
後
者

を
断
片
皿
と
呼
ぷ
こ
と
に
す
る
1
と
、
そ
の
前
後
の
ロ
ー
ゼ
ン

ク
ラ
ン
ツ
の
注
釈
と
か
ら
な
る
。
断
片
1
は
、
神
・
子
・
糖
霊

（
Ω
9
g
）
の
相
互
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
断
片
■
は
、
そ

の
関
係
を
三
角
形
の
幾
何
学
的
構
成
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
へ
ー
ゲ
ル
が
神
・
子
・
精
霊
の
三
位
一
体
を
形
象
化
し
た
「
諸

三
角
形
の
三
角
形
」
に
か
ん
し
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
は
、

「
彼
〔
へ
ー
ゲ
ル
〕
は
、
各
三
角
形
が
一
般
に
一
度
は
端
項
（
向
宇

旨
Φ
冒
）
と
な
り
、
ま
た
一
度
は
中
間
項
（
彗
淳
o
）
と
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
な
か
で
も
、
そ
の
辺
の
お
の
お
の
で
こ
の
過

程
を
通
過
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
諸
三
角
形
を

　
　
　
　
　
　
（
1
）

相
互
に
貫
流
き
せ
た
」
と
、
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ

れ
ぱ
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
諸
三
角
形
の
三
角
形
」
は
、
各
三
角
形
と

そ
の
辺
が
位
置
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
端
項
に
も
中
間

項
に
も
な
る
と
い
う
相
互
媒
介
の
論
理
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ

＾
2
〕
た
。
だ
が
、
断
片
1
と
n
と
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
こ
に
お
け

る
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
は
、
ロ
ー
ぜ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
解
釈
と
は
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
口

ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
注
釈
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
「
神
的
三
角
形
」

を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
断
片
1
で
は
、
「
子
に
お
い
て
神
が
自
己
を
神
と
し
て
認
識
す

る
」
神
の
「
自
己
認
識
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
純
粋
な
自

己
同
等
性
と
し
て
の
単
純
な
「
自
己
内
遼
帰
（
H
冨
一
島
巨
冨
ぎ
－

ぎ
ヲ
彗
）
」
で
は
な
く
、
「
子
と
い
う
他
在
」
を
媒
介
に
し
て
自
己

に
戻
る
「
自
己
内
還
帰
」
と
み
な
さ
れ
る
。
「
子
は
大
地
を
直
観

し
」
、
大
地
の
う
ち
に
「
自
分
の
栄
光
」
を
感
じ
と
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
「
神
自
身
の
栄
光
」
を
見
て
と
り
、
父
に
帰
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
「
子
に
お
け
る
直
観
は
、
神
の
自
己
自
身
と
し
て
の
直
観

　
？
〕

で
あ
る
。
」

　
神
と
子
と
を
結
ぴ
つ
け
て
い
る
の
は
、
「
媒
介
者
（
重
ま
害
）
」

ま
た
は
「
中
間
項
（
…
津
①
）
」
と
し
て
の
精
霊
（
精
神
）
に
ほ
か
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な
ち
な
い
。
そ
れ
は
、
「
神
の
自
己
意
識
」
で
あ
り
、
「
父
の
国
」
、

「
神
の
子
の
国
」
、
「
宇
宙
の
拡
が
っ
た
国
」
あ
る
い
は
「
大
地
」

で
あ
る
。
・
そ
れ
は
、
・
「
す
べ
て
を
包
括
し
て
い
る
（
印
旨
ま
彗
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

嶋
己
）
」
「
単
純
性
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
神
と
子
と
の
中
間

項
と
な
る
。
「
聖
化
さ
れ
た
犬
地
に
と
っ
て
、
神
の
自
己
意
識
は

精
霊
で
あ
り
、
こ
の
精
霊
は
神
か
ら
出
て
く
る
。
ま
た
、
こ
の
精

霊
に
お
い
て
、
大
地
は
神
や
子
と
一
つ
に
な
る
。
」
そ
こ
に
お
い

て
は
、
「
も
は
や
ど
ん
な
区
別
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
大
地
は
神

の
自
己
意
識
と
し
て
今
や
精
霊
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
神
が

自
己
自
身
と
し
て
直
観
す
る
永
遠
の
息
子
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

両
者
は
一
つ
の
統
一
、
神
の
自
己
自
身
に
お
け
る
認
識
で
あ
る
。
」

　
そ
れ
ゆ
え
、
断
片
1
に
お
け
る
中
間
項
は
、
神
と
子
を
包
括
す

る
包
括
的
中
間
項
で
あ
り
、
「
神
か
ら
出
て
く
る
」
精
霊
の
「
自

己
内
遼
帰
」
の
運
動
に
よ
っ
て
、
神
と
子
と
は
、
直
接
的
・
無
媒

介
的
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
断
片
n
に
お
い
て
は
、
精
霊
は
、
「
神
聖
の
理
念
」
、
「
統
一
の

純
粋
な
光
」
、
「
内
部
に
働
く
不
可
視
な
威
カ
（
竃
竃
窯
）
」
、
童
る

い
は
「
歴
史
の
こ
の
運
動
の
な
か
で
す
べ
て
の
も
の
に
働
く
絶
対

的
統
一
の
力
（
宍
冨
6
」
圭
言
わ
れ
、
そ
れ
が
中
間
項
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。
へ
i
・
ゲ
ル
は
、
・
そ
れ
を
「
絶
対
的
な
単
r
の
三

角
形
」
で
表
現
し
、
こ
の
三
角
形
を
中
心
（
；
ヰ
①
）
に
「
諸
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

角
形
の
三
角
形
」
を
幾
何
学
的
に
構
成
し
よ
う
と
し
た
。

　
ま
ず
、
「
絶
対
的
な
単
一
の
三
角
形
」
の
一
辺
か
ら
、
「
第
一
の

三
角
形
」
が
構
成
さ
れ
る
。
「
こ
の
第
一
の
三
角
形
に
お
い
て
は
、

－
－
－
神
性
は
自
己
自
身
と
の
相
互
直
観
や
認
識
の
う
ち
に
あ
る
に

す
ぎ
な
い
。
」
そ
れ
に
た
い
し
て
、
中
間
項
と
し
て
の
「
単
一
の

三
角
形
」
の
二
辺
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
第
二
の
三
角
形
は
、
分
離

の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
自
身
二
重
の
三

角
形
で
あ
る
。
」
「
二
重
の
三
角
形
」
と
い
う
表
現
は
、
「
第
二
の

三
角
形
」
を
運
動
の
過
程
か
ら
考
察
し
た
表
現
で
あ
り
、
結
果
的

に
は
、
〕
一
つ
の
三
角
形
L
を
意
味
し
て
い
る
。
分
離
し
た
「
第

二
の
三
角
形
」
に
お
い
て
は
、
「
抑
の
直
観
は
一
方
の
側
に
た
ち
」
、

悪
と
の
対
立
関
係
に
入
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
子
は
大
地
を
通
り
抜

け
て
悪
を
克
服
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
が
、
そ
の
克
服
に
お
い

て
、
「
子
が
勝
利
者
と
し
て
一
方
の
側
に
た
つ
」
な
ら
ば
、
「
他
方

の
側
は
－
・
神
の
精
霊
と
し
て
の
自
己
認
識
を
ひ
き
お
こ
す
」
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
「
神
の
精
霊
と
し
て
の
自
己
認
識
」
、
す
な

わ
ち
「
自
己
内
遼
帰
」
の
「
運
動
」
が
あ
る
。
「
第
二
の
三
角
形

の
第
二
の
三
角
形
に
よ
っ
て
、
第
三
の
三
角
形
が
直
接
つ
く
ら
れ

る
。
」
そ
れ
は
、
「
絶
対
的
な
単
一
の
三
角
形
」
と
、
そ
の
三
辺
の

泌6
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そ
れ
ぞ
れ
を
一
辺
と
し
て
構
成
さ
れ
た
三
つ
の
三
角
形
と
か
ら
な

る
一
つ
の
犬
き
な
三
角
形
、
へ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
を
用
い
れ
ぱ
、

「
諸
三
角
形
の
神
聖
な
三
角
形
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
諸
三
角
形

の
神
聖
な
三
角
形
」
が
完
成
さ
れ
、
「
閉
じ
ら
れ
る
（
o
司
g
o
巨
畠
－

ω
竃
）
」
こ
と
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
神
そ
の
も
の
へ
の
遼
帰
」

　
　
　
　
　
＾
7
〕

を
意
味
し
よ
う
。

　
へ
i
ゲ
ル
は
、
「
神
聖
な
三
角
形
」
の
中
心
に
「
絶
対
的
な
単

一
の
三
角
形
」
を
お
く
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
中
心
に
他
の
三
つ

の
三
角
形
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
ウ
て
、
「
絶
対
的
な
統
一
の
カ
」

で
あ
る
「
媒
介
者
」
・
内
的
紐
帯
と
し
て
の
中
間
項
を
幾
何
学
的

に
描
き
出
そ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
純
粋
な
神
性
〔
精
霊
〕

が
そ
れ
〔
絶
対
的
な
単
一
の
三
角
形
〕
を
こ
え
て
漂
う
」
と
い
う

表
現
は
、
こ
の
中
間
項
の
包
括
的
性
樒
を
表
現
し
た
も
の
と
み
な

し
う
る
。
し
か
も
、
「
第
一
の
三
角
形
」
・
か
ら
二
つ
の
「
第
二
の
三

角
形
」
を
構
成
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
直
接
」
「
第
三
の
三

角
形
」
を
構
成
す
る
試
み
の
う
ち
に
、
「
自
己
内
還
帰
」
の
「
運

動
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
へ
ー
ゲ
ル
の
努
カ
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
断
片
に
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
が
言
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

に
「
形
式
の
ぎ
こ
ち
な
さ
」
が
あ
る
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、

断
片
1
と
同
じ
中
間
項
の
論
理
が
あ
る
こ
と
が
わ
・
か
る
。

（
1
）
　
匡
晶
o
－
一
婁
o
尋
P
ω
一
竃
＃
［

（
2
）
　
キ
ム
メ
〃
レ
に
よ
る
と
、
回
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
が
述
ぺ
た
「
諸

　
三
角
形
の
三
角
形
」
の
う
ち
に
は
、
「
諸
円
の
円
」
、
論
理
的
に
言
え

　
ぱ
「
諸
推
論
の
推
論
」
の
構
造
を
も
っ
た
「
自
己
に
遮
帰
す
る
円
」

　
が
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
の
「
諸
推
諭
の
推

　
諭
」
は
、
後
に
「
三
重
の
擢
理
」
と
し
て
示
さ
れ
る
へ
ー
ゲ
ル
の
理

　
性
的
推
論
を
意
味
し
て
い
る
（
－
）
富
｝
8
匡
⑭
昌
箒
H
＞
品
窃
O
≡
O
？

　
竃
目
旨
o
岸
o
鶉
U
①
自
片
o
冨
一
ω
一
－
ミ
）
o

（
3
）
　
へ
ー
ゲ
ル
の
断
片
1
に
も
、
「
諸
三
角
形
の
神
聖
な
三
角
形
」

　
（
ミ
呂
ぎ
二
ω
o
．
・
。
一
ω
、
3
N
）
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

　
回
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
注
釈
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
断
片
の
解
釈
と
み
な

　
す
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
も
し
か
し
た
ら
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
断
片
は
、
今
日
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
へ
ー
ゲ
ル
の
原

　
稿
の
一
都
で
あ
っ
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
注
釈
に
は
、
明
ら
か

　
に
断
片
に
は
な
い
都
分
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し

　
て
も
、
ロ
ー
ぜ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
注
釈
と
へ
ー
ゲ
ル
の
断
片
と
の
あ
い

　
だ
に
は
ズ
レ
が
あ
る
o

（（（（（87654）））））
宙
O
的
O
ご
ミ
雪
斥
9
田
｛
一
“
a
α
｝
．

H
σ
δ
二
ω
．
㎞
ω
N
一

H
σ
巳
．
一
ω
1
㎞
ω
N
｝
．

自
〕
巨
－

日
〕
旦
一
i
ω
．
㎞
ω
｝
一

三

24？



一橘諭叢 第91巻 第2号　（98）

．
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
の
執
筆
時
期
を
確
定
す
る
た
め
に
、

次
に
、
イ
ェ
ー
ナ
前
期
に
お
け
る
へ
ー
ゲ
ル
の
恩
惟
の
歩
み
を
追

う
こ
と
に
し
よ
う
。

　
へ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
が
書
か
れ

た
と
み
な
さ
れ
た
イ
ェ
ー
ナ
初
期
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
シ

ェ
リ
ン
グ
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
八
〇
一
年
初
頭

か
ら
一
八
〇
三
年
五
月
ま
で
続
い
た
が
、
そ
の
さ
い
、
二
人
を
支

え
た
共
通
の
思
想
的
立
場
は
、
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の

と
の
絶
対
的
同
一
性
と
い
う
客
観
的
観
念
論
の
立
場
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
有
限
者
を
自
己
原
因
と
し
て
の
、
実
体
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け

る
ス
ピ
ノ
ザ
的
な
実
体
主
義
の
立
場
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
立
場
は
、
共
同
研
究
の
全
期
間
を
と
お
し
て
不

動
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
、
有
限
者
と
無
限
者
と
の
関
係

問
題
に
か
ん
し
て
も
、
二
人
の
思
惟
の
発
展
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
大
別
し
て
、
三
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。

　
（
1
）
第
一
期
は
、
へ
ー
ゲ
ル
が
イ
ェ
ー
ナ
に
赴
い
た
一
八
〇

一
年
一
月
か
ら
『
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
と
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
と
の
差

異
』
が
書
か
れ
た
同
年
七
月
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
ま
た
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
』
が
書
か

れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
が
二
人
の
共
同
研
究
の
出
発
点
を
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

づ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
共
同
研
究
の
第
一
期
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
客
観
的
観
念

論
の
立
場
の
確
立
と
そ
の
相
互
確
認
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
最
初

に
鮮
明
に
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
反
省
の
立
場
を
金
面
的
に
斥
け

た
た
め
に
、
有
隈
者
の
存
立
を
絶
対
的
同
一
性
に
よ
っ
て
根
拠
づ

け
よ
う
と
し
た
意
図
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
体
的
に
は
有
隈
者
の
存
立
を
否
定
し
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、

へ
ー
ゲ
ル
は
、
認
識
論
的
な
角
度
よ
り
、
「
有
眼
者
と
無
隈
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
意
識
的
同
一
性
が
－
・
…
知
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
有
隈
者
と
無

限
者
、
そ
れ
を
認
識
す
る
反
省
と
理
性
的
直
観
と
を
統
一
的
に
把

握
し
よ
う
と
し
た
。
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
「
哲
学
す
る
こ
と

　
＾
3
〕

の
遺
具
」
と
し
て
有
限
者
を
と
ら
え
る
の
に
不
可
欠
な
反
省
が
陥

る
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
を
、
綜
合
の
う
ち
に
廃
棄
し
、
無
化
し
て
、
絶

対
的
同
一
性
を
直
観
す
る
の
は
、
理
性
の
活
動
と
さ
れ
た
。
彼
に

と
っ
て
の
関
心
事
は
、
絶
対
的
同
一
性
と
有
隈
者
と
を
共
に
把
握

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
第
二
期
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
『
信
仰
と
知
』
が
書
か
れ
た

一
八
〇
二
年
初
夏
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
へ
ー
ゲ

ル
と
の
共
同
研
究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
時
期
と
い
え
る
。
こ
の

時
期
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
有
限
者
と
無
隈
者
と
の
統
一
と

姻2
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（99）　へ一ゲルの「神的三角形」について

し
て
の
理
念
の
立
場
ー
こ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ

ス
』
の
受
容
を
媒
介
に
し
て
い
る
が
1
で
あ
り
、
二
人
の
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

編
築
に
よ
る
『
哲
学
批
判
雑
誌
』
の
発
刊
で
あ
る
。

　
理
念
の
立
場
は
、
ま
ず
も
っ
で
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
討
論
テ
ー

ぜ
」
の
な
・
か
で
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
理
念
は
無
限
者
と

有
限
者
と
の
統
一
で
あ
り
、
全
哲
学
は
理
念
の
う
ち
に
存
在
す

＾
5
〕
る
。
」
こ
の
観
点
は
、
一
八
〇
一
年
秋
に
は
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
ブ
ル
ー
ノ
』
に
お
い
て
も
表
明
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
有
隈
者
と
無
隈
者
と
の
統
一
の
有
様
の
間
題
が
、

中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
基
本
的
な

主
張
は
、
有
限
者
と
無
隈
者
と
を
切
り
離
す
の
は
反
省
に
よ
る
抽

象
に
す
ぎ
ず
、
両
者
は
、
理
念
に
お
い
て
永
遠
な
も
の
と
し
て
統

一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

に
お
け
る
「
有
隈
者
と
無
隈
者
と
永
遠
者
と
の
三
位
一
体
」
を
主

張
し
た
の
で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
も
、
『
信
仰
と
知
』
に
お
い
て
、

「
真
の
無
隈
者
」
を
有
隈
者
と
無
限
者
と
の
統
一
と
み
な
す
観
点

か
ら
、
両
者
を
切
断
す
る
カ
ン
ト
、
ヤ
コ
ー
ビ
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

学
を
「
有
隈
者
の
観
念
論
」
と
し
て
批
判
し
た
。
そ
の
な
か
で
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
へ
ー
ゲ
ル
が
有
隈
者
に
対
置
さ
れ
た
無
限
者

を
「
絶
対
的
理
念
の
否
定
的
側
面
」
と
み
な
し
、
「
有
隈
者
の
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

対
無
L
と
し
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
第
三
期
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
イ
ェ
ー
ナ
を
離
れ
た
一
八

〇
三
年
五
月
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
二
人
が
新
た
な
体
系
構
築
に

向
か
っ
た
時
期
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の

は
、
体
系
構
築
の
方
法
と
し
て
二
人
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
構
成

（
宍
昌
葦
睾
弐
昌
）
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
の
採
用
は
、
有

限
者
と
無
限
者
と
の
絶
対
的
同
一
性
を
過
程
と
し
て
示
そ
う
と
す

る
試
み
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
　
　
　
　
　
．

　
カ
ン
ト
は
、
哲
学
的
認
識
と
の
対
比
で
、
普
遍
的
な
も
の
を
特

殊
的
な
も
の
に
お
い
て
考
察
す
る
概
念
の
構
成
を
数
学
的
認
識
と

し
て
特
徴
づ
け
た
が
、
シ
ニ
リ
ン
グ
は
、
そ
れ
を
哲
学
的
方
法
と

し
て
一
般
化
し
た
。
「
構
成
は
、
－
数
学
に
お
い
て
も
、
哲
学
に

お
い
て
も
、
つ
ね
に
普
遍
的
な
も
の
と
特
殊
的
な
も
の
と
の
絶
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

的
で
突
在
的
な
同
一
化
で
あ
る
。
」
ま
た
、
『
哲
学
体
系
の
叙
述
の

続
き
』
で
は
、
規
定
的
判
断
力
（
所
与
の
普
遍
的
な
も
の
へ
の
特

殊
的
な
も
の
の
包
摂
）
と
反
省
的
判
断
カ
（
所
与
の
特
殊
的
な
も

の
へ
の
普
遍
的
な
も
の
の
包
摂
）
と
い
う
カ
ン
ト
の
概
念
が
換
用

さ
れ
、
無
隈
者
を
有
隈
者
の
う
ち
に
取
り
込
む
第
一
の
ポ
テ
ン
ツ

が
自
然
と
し
て
、
反
対
に
、
有
限
者
を
無
隈
者
の
う
ち
に
取
り
込

む
第
二
の
ポ
テ
ン
ツ
が
観
念
世
界
と
し
て
規
定
さ
れ
、
普
遍
的
な
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も
の
と
特
殊
的
な
も
の
、
無
隈
者
と
有
限
者
と
の
同
一
化
と
し
て

の
構
成
概
念
が
、
ポ
テ
ン
ツ
論
と
結
び
つ
い
て
体
系
展
開
の
方
法

　
　
　
＾
1
0
〕

と
さ
れ
た
。

　
シ
ェ
リ
ン
グ
の
こ
の
方
法
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
『
人
倫
の
体
系
』

に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ぽ
、
概
念
（
特
殊
的
な

も
の
）
を
直
観
（
普
遍
的
な
も
の
）
の
も
と
に
包
摂
す
る
第
一
の

ポ
テ
ン
ツ
、
直
観
（
普
遍
的
な
も
の
）
を
概
念
（
特
殊
的
な
も

の
）
の
も
と
に
包
摂
す
る
第
二
の
ポ
テ
ン
ツ
、
そ
し
て
先
行
す
る

両
ポ
テ
ン
ツ
の
無
差
別
で
あ
る
第
三
の
ポ
テ
ン
ツ
が
体
系
展
開
の

方
法
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
「
再

　
＾
1
1
）

構
成
」
と
呼
ぱ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
普
遍
的
な
も
の
と
特
殊
的
な
も
の
と
の
相
互
包

摂
の
方
法
に
よ
マ
て
、
有
隈
者
と
無
限
者
と
の
統
一
の
有
様
を
過

程
と
し
て
示
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
へ
ー
ゲ
ル
と

の
共
同
研
究
の
頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
試
み

も
、
有
眼
者
を
根
拠
づ
け
る
絶
対
的
同
一
性
と
い
う
実
体
主
義
の

立
場
を
前
提
と
し
た
試
み
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
出
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
（
1
）
　
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
イ
呈
ー
ナ
に
お
け
る
シ
＾
リ
ン
グ
と
へ
ー

　
　
ゲ
ル
ー
『
叙
述
』
と
『
差
異
』
と
の
比
較
を
中
心
に
ー
」
、
『
北

　
海
道
大
学
文
挙
部
紀
要
』
、
第
二
十
五
巻
の
一
、
一
九
七
六
年
、
参

　
照
。
（
2
）
O
ー
ミ
』
選
ガ
Ω
馨
昌
墓
豪
峯
算
①
；
嘉
・
冒
ぎ
葦
品

　
忌
『
o
昌
房
g
g
句
o
冨
g
一
旨
o
o
晶
o
目
〇
一
畠
g
里
津
（
以
下
、
ρ
ミ
．
と

　
略
）
一
曽
四
目
巨
轟
一
5
雷
一
■
α
・
♪
ω
・
塞
・

（
3
）
量
｛
二
ω
L
ひ
．

（
4
）
　
『
哲
学
批
判
雑
誌
』
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
哲
学
活
動
に
お

　
け
る
批
判
と
創
造
－
シ
ェ
リ
ン
グ
、
へ
ー
ゲ
ル
共
同
編
集
『
哲
学

　
批
判
雑
誌
』
に
つ
い
て
ー
」
、
『
唯
物
論
』
第
七
号
、
汐
文
社
、
一

　
九
七
七
年
、
参
照
。

（
5
）
　
匡
耐
o
有
o
ポ
婁
o
寿
9
b
o
．
“
ω
・
伽
ω
ω
・

（
6
）
ど
麸
旨
。
・
㎝
ミ
胃
至
耳
眈
晒
・
く
・
買
ω
葦
茅
‘
望
・
ω
・

　
一
≦
饒
目
o
旨
o
p
一
〇
ひ
仰
ω
．
H
o
o
o
．

（
7
）
　
葭
晶
o
r
Ω
ー
ミ
ニ
■
ρ
・
ナ
ω
・
讐
o
〇
一
ω
・
竃
ド

（
8
）
冒
o
二
u
o
．
讐
o
1

（
9
）
9
麸
＝
轟
叩
婁
胃
至
｝
｛
．
～
一
ω
・
3
；
一

（
1
0
）
　
屋
－
o
。
一
向
轟
與
冒
二
｝
P
ガ
ω
．
ま
ご
．
「
哲
学
の
応
用
」
と
し
て

　
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
の
期
の
『
芸
術
の
哲
挙
』
に
お
い
て
も
、
芸
術

　
の
哲
挙
は
、
「
芸
術
の
形
態
に
お
い
て
字
宙
を
構
成
す
る
」
こ
と
と

　
し
て
、
す
な
わ
ち
特
殊
的
な
も
の
に
お
け
る
普
遍
的
な
も
の
の
叙
述

　
と
さ
れ
て
い
る
（
H
巨
旦
二
ω
P
ぎ
ω
・
ω
O
．
O
。
）
。
な
お
、
こ
の
時
期
の

　
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
作
の
執
筆
時
期
に
か
ん
し
て
は
、
文
猷
学
的
研
究

　
が
お
く
れ
て
い
る
た
め
も
あ
り
、
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
家
の
あ
い
だ
で

　
も
一
致
を
み
て
い
な
い
。
私
見
で
は
、
『
哲
学
体
系
の
叙
述
の
続
き
』
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■

（101）　へ一ゲルのr神的三角形」について

11
）も

『
芸
術
の
哲
挙
』
も
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

匡
晶
♀
ω
．
ミ
’
ω
1
含
o
o
l

四

　
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
に
お
い
て
中
心
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な

っ
た
中
間
項
の
概
念
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
共
同
研
究
の
頂
点
に
お
い
て
書
か
れ
た
『
人
倫

の
体
系
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
概
念
は
そ
れ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

前
に
お
い
て
も
す
で
に
み
ら
れ
る
が
、
体
系
展
開
の
方
法
と
し
て

用
い
ら
れ
始
め
た
の
は
、
『
人
倫
の
体
系
』
が
最
初
と
い
え
よ
う
。

　
中
間
項
の
概
念
が
両
項
の
関
係
の
中
間
を
意
味
し
て
い
る
以
上
、

こ
の
概
念
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
関
係
（
く
雪
毒
岸
邑
ω
）
の
概

念
が
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
関
係
概
念
は
、
『
人

倫
の
体
系
』
に
先
立
つ
「
自
然
法
」
論
文
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
絶
対
的
人
倫
が
一
つ
の
有
機
体
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
が
関
係

に
お
け
る
数
多
性
と
一
者
と
の
統
一
と
し
て
把
握
さ
れ
、
絶
対
者

も
、
「
一
者
と
多
者
と
の
統
一
」
あ
る
い
は
「
無
差
別
と
関
係
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
統
一
」
と
み
な
さ
れ
る
。
中
間
項
の
概
念
は
ま
だ
見
出
さ
れ
な

い
が
、
数
多
性
を
廃
棄
す
る
絶
対
者
の
否
定
的
側
面
（
無
限
性
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

観
念
性
）
が
数
多
性
の
「
無
媒
介
的
統
一
点
（
里
ま
①
ま
勺
冒
ζ
）
」

と
し
て
た
て
ら
れ
て
い
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
規
定
性
は
、
そ
の
本
質

か
ら
い
っ
て
プ
ラ
ス
A
か
、
マ
イ
ナ
ス
A
か
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
A

に
は
マ
イ
ナ
ス
A
が
、
同
様
に
マ
イ
ナ
ス
A
に
は
プ
ラ
ス
A
が
分

か
ち
が
た
く
結
ぱ
れ
て
い
る
。
」
「
両
者
は
、
両
規
定
性
の
合
一
に

お
い
て
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
＞
－
＞
H
o
で
あ

＾
4
）
る
。
」
こ
の
無
（
零
）
は
、
「
対
立
者
へ
の
絶
対
的
移
行
」
、
「
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

自
身
の
無
媒
介
的
反
対
」
と
し
て
の
無
眼
性
で
あ
り
、
す
で
に

『
信
仰
と
知
』
で
言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
自
然
法
」
論
文

で
は
、
そ
れ
が
明
確
に
「
媒
介
別
的
統
一
点
」
と
し
て
、
対
立
項

を
関
係
づ
け
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
対
立

項
は
、
無
限
性
．
観
念
性
の
エ
レ
メ
ン
ト
に
お
い
て
直
接
的
・
無

媒
介
的
に
統
一
さ
れ
る
。
絶
対
者
の
否
定
的
側
面
と
し
て
無
隈

性
．
観
念
性
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
「
自
然
法
」
論
文
以
前
の

へ
ー
ゲ
ル
の
「
無
差
別
点
」
や
「
中
心
点
」
の
概
念
と
の
意
味
の

相
違
が
あ
る
。

　
『
人
倫
の
体
系
』
に
お
け
る
中
間
項
の
概
念
は
、
内
容
的
に
は
、

「
自
然
法
」
論
文
の
「
無
媒
介
的
統
一
点
」
の
概
念
を
継
承
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
ず
も
っ
て
、
対
立
す
る
両
項
の
関

係
に
お
い
て
、
「
両
者
を
媒
介
す
る
」
第
三
者
と
し
て
、
両
項
の

外
部
に
あ
る
「
主
体
的
な
も
の
」
・
「
理
性
的
な
も
の
」
を
さ
し
て
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＾
6
〕

い
る
。
そ
の
点
で
は
、
中
間
項
と
な
る
の
は
絶
対
的
同
一
性
に
ほ

か
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
直
観
と
概
念
と
の
相
互
包
摂
の
方

法
と
結
び
つ
い
て
中
間
項
の
概
念
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
意
味
が

確
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
人
倫
の
体
系
』
の
第
一
部
「
関
係
に
し
た
が
う
絶
対
的
人
倫
」

の
な
か
で
は
、
中
間
項
の
概
念
が
総
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
概
念
が
直
観
の
も
と
に
包
摂
さ
れ
る
第
一
の
ポ
テ
ン
ツ
に
お
け

る
中
間
項
は
、
特
殊
で
あ
る
概
念
を
無
差
別
の
う
ち
に
統
一
す
る

「
実
在
的
な
絶
対
的
同
一
性
」
、
「
生
き
て
い
る
実
体
」
で
あ
り
、

か
か
る
も
の
と
し
て
、
実
在
的
な
「
絶
対
的
中
間
項
」
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
ポ
テ
ン
ツ
で
へ
ー
ゲ
ル
が
具
体
的
に
と
り
あ
げ
て
い
る

の
人
倫
の
自
然
的
関
係
、
つ
ま
り
男
女
の
性
的
関
係
で
あ
る
。
具

体
的
に
中
間
項
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
子
供
」
で
あ
る
。
「
絶
対

的
中
間
項
」
と
し
て
の
「
子
供
」
は
、
「
両
性
の
差
別
が
完
全
に

抹
消
さ
れ
（
く
智
巨
鷺
）
、
両
者
が
絶
対
的
統
一
に
あ
る
と
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

自
然
の
実
在
的
理
性
性
、
す
な
わ
ち
生
き
て
い
る
実
体
で
あ
る
。
」

　
そ
れ
に
た
い
し
て
、
直
観
が
概
念
の
も
と
に
包
摂
さ
れ
る
第
二

の
ポ
テ
ン
ツ
に
お
け
る
中
間
項
は
、
「
差
別
に
お
け
る
中
間
項
」

と
し
て
、
実
在
的
で
は
あ
る
が
「
形
式
的
な
」
中
間
項
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
絶
対
的
同
一
性
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
主
観
的
な

も
の
と
客
観
的
な
も
の
と
を
、
「
完
全
に
分
離
し
た
関
係
」
に
お

く
と
と
も
に
、
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
る
「
伸
介
者
（
彗
ま
①
－
）
」

で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
中
間
項
は
、
両
項
を
外
面
的
に

結
ぴ
っ
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
へ
ー
ゲ
ル
が
こ
こ
で
と
り
あ
げ

て
い
る
の
は
、
人
倫
的
主
体
と
非
有
機
的
自
然
と
の
関
係
、
つ
ま

り
人
間
と
自
然
と
の
労
働
関
係
で
あ
る
。
具
体
的
に
中
間
項
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
遣
具
」
で
あ
る
。
「
一
面
か
ら
み
れ
ぱ
、
そ
・
れ
・

〔
道
具
〕
は
主
体
的
で
あ
り
、
労
働
す
る
主
体
の
権
カ
の
う
ち
に

あ
り
、
そ
し
て
こ
の
主
体
に
よ
づ
て
完
全
に
規
定
さ
れ
、
調
達
さ

れ
、
加
工
さ
れ
る
が
、
他
面
か
ら
み
れ
ぱ
、
客
体
的
に
労
働
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

象
に
た
い
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
。
」

　
最
後
に
、
両
ポ
テ
ン
ツ
の
無
差
別
で
あ
る
第
三
の
ポ
テ
ン
ツ
に

お
け
る
中
間
項
は
、
実
在
的
で
あ
る
と
と
も
に
「
観
念
的
理
性
的

中
間
項
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
中
間
項
に
お
い
て
は
、
そ

の
観
念
性
の
う
ち
に
端
項
の
実
在
性
は
「
消
失
し
て
い
る
。
」
こ

の
ポ
テ
ン
ツ
で
具
体
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
倫
の

精
神
的
・
社
会
的
関
係
で
あ
り
、
具
体
的
に
中
間
項
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
話
し
（
射
＆
⑦
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
諸
英
知
者
の
理

性
的
紐
帯
」
と
し
て
、
「
工
ー
テ
ル
的
物
体
」
と
い
わ
れ
る
。
こ

の
「
工
ー
テ
ル
的
物
体
」
は
、
観
念
酌
．
無
限
的
な
実
在
性
で
あ
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（103）　へ一ゲルの「神的三角形」について

る
。
「
こ
の
〔
工
ー
テ
ル
的
〕
物
体
の
本
質
は
、
直
接
消
え
去
り

行
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
現
象
は
、
現
象
す
る
こ
と
と
消
え
去
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

行
く
こ
と
と
が
直
接
相
互
に
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」

こ
の
エ
ー
テ
ル
の
概
念
は
す
で
に
「
自
然
法
」
論
文
に
お
い
て
み

　
　
　
面
）

ら
れ
る
が
、
「
工
ー
テ
ル
的
物
体
」
と
し
て
の
中
間
項
に
お
い
て

は
、
そ
の
無
限
性
の
う
ち
に
諸
端
項
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
直
接
的
・
無
媒
介
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
間
項
の
概
念
は
、
ポ
テ
ン
ツ
の
相
違
に
対
応

し
て
異
な
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
ポ
テ

ン
ツ
に
お
け
る
中
間
項
は
端
項
を
絶
対
的
に
統
一
し
て
い
る
が
、

第
二
の
ポ
テ
ン
ツ
に
お
け
る
申
間
項
は
、
端
項
を
結
合
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
第
三
の
ポ
テ
ン
ツ
に
お
い
て

は
、
端
項
を
直
接
的
．
無
媒
介
的
に
統
一
す
る
「
工
ー
テ
ル
的
物

体
」
が
中
間
項
と
さ
れ
て
い
る
。
中
間
項
の
概
念
が
多
義
的
に
用

い
ら
れ
る
の
は
、
『
人
倫
の
体
系
』
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
降
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
局
面
で
使
い

分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
『
菱
異
』
に
お
い
て
、
「
対
立
す
る
も
の
の
実
在
性
や
実
在
的
な

　
対
立
は
、
両
者
の
同
一
性
に
よ
っ
て
の
み
生
じ
る
」
と
い
う
文
章
に
、

　
へ
ー
ゲ
ル
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
才
ス
』
か
ら
の
引
用
注
を
つ

け
て
い
る
（
ρ
峯
．
一
団
o
、
♪
ω
。
a
。
）
が
、
そ
の
な
か
に
、
「
中
間

者
（
3
蜆
旨
睾
包
雪
o
）
」
の
概
念
が
み
ら
れ
る
。
プ
ヲ
ト
ン
解
釈
と
し

て
は
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
、

「
中
間
者
」
の
概
念
で
対
立
の
絶
対
的
同
一
性
を
理
解
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
同
じ
意
味
で
、
『
差
異
』
で
は
ま
た
、
「
無
差
別
点

（
冒
9
黒
、
彗
｛
昌
犀
）
」
（
H
⊆
旦
二
ω
、
ひ
ω
・
）
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い

る
し
、
『
信
仰
と
知
』
で
は
、
同
様
の
意
味
で
「
中
間
項
（
彗
津
o
）
」

（
－
匡
q
二
ω
・
塞
ω
・
）
の
概
念
が
見
出
さ
れ
る
。
な
お
、
シ
ェ
リ
ン
グ

も
、
す
で
に
『
叙
述
』
に
お
い
て
、
「
無
差
別
点
」
（
奏
雪
訂
■
一
｝
o
■

少
ω
・
寄
・
）
の
概
念
を
用
い
て
い
た
。

（
2
）
繧
。
貝
♀
O
．
ミ
ニ
塁
．
♪
ω
一
お
N
｛
．

（
3
）
曇
o
二
ω
．
ま
企
．

（
4
）
冒
O
＝
ω
．
宝
ミ
．

（
5
）
　
－
σ
ご
二
ω
‘
合
山
－
－

（
6
）
　
ρ
ミ
・
戸
■
晶
♀
ω
岬
冒
昌
9
o
ミ
9
ぎ
（
以
下
、
ω
‘
婁
1

　
と
略
）
・
～
眈
o
口
・
く
・
o
．
■
鶉
8
p
■
o
甘
■
酎
－
8
＋
｝
o
．
＜
目
　
ω
‘

　
亀
N
一

（
ク
）
　
－
σ
己
．

（
8
）
曇
o
二
ω
二
軍

（
9
）
冒
o
二
ω
．
お
N
串
－

（
1
0
）
　
「
自
然
法
」
論
文
で
は
、
工
ー
テ
ル
は
、
単
純
な
実
体
と
絶
対

　
的
無
限
性
と
の
「
結
婚
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
匡
O
O
月
具
ρ
ミ
ニ

　
ω
p
♪
ω
一
卓
α
ω
）
o
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一橋論叢　第91巻　第2号　（104）

　
一
八
〇
三
／
四
年
の
『
思
弁
哲
学
の
体
系
』
（
『
実
在
哲
学
1
』
）

に
な
る
と
、
直
観
と
概
念
と
の
相
互
包
摂
の
方
法
は
前
面
に
出
て

お
ら
ず
、
中
間
項
の
概
念
が
体
系
展
開
の
一
つ
の
軸
と
な
っ
て
い

る
。
と
く
に
、
「
精
神
哲
学
」
に
お
い
て
は
、
人
倫
の
諸
相
が
精

神
の
概
念
で
あ
る
意
識
の
地
平
か
ら
、
中
間
項
の
概
念
と
結
ぴ
つ

い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
こ
の
「
精
神
哲
学
」
に
お
い
て
も
、
中
聞
項
と
し
て
の
実
在
的

意
識
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ω
記
憶
と
言
葉
（
晋
冨
o
ま
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕
　
・

②
労
働
と
道
具
、
㈹
家
族
と
家
財
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
『
人

倫
の
体
系
』
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
ひ
く
の
は
、
意
識
の
本
質
が
敢
り

上
げ
ら
れ
、
意
識
の
中
間
項
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
へ
ー
ゲ
ル
は
言
う
。
「
意
識
の
本
質
は
、
工
ー
テ
ル
的
同
一
性

の
う
ち
に
直
接
、
対
立
の
絶
対
的
統
一
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

＾
2
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
。
」
こ
の
意
識
に
お
け
る
対
立
と
は
、
意
識
す
る
も
の
と
意
識

さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
対
立
を
意
味
す
る
。
意
識
に
お
け
る
こ
の

対
立
・
両
分
肢
は
、
「
個
別
性
と
普
遍
性
と
の
直
接
的
な
統
一
」

で
あ
る
が
、
こ
の
統
一
は
、
両
分
肢
に
た
い
し
て
、
「
直
接
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
＾
3
〕

自
身
の
反
対
L
と
し
て
、
「
第
三
者
」
と
な
る
。
こ
の
「
第
三
者
」

が
意
識
全
体
を
包
括
す
る
意
識
の
「
工
ー
テ
ル
的
同
一
性
」
で
あ

り
、
意
識
の
中
間
項
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
意

識
の
両
分
肢
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
し
て
直
接
的
．
無
媒
介
的
に

統
一
さ
れ
て
い
る
。
「
意
識
は
、
対
立
の
形
態
に
お
け
る
単
純
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

も
の
の
形
態
に
お
け
る
普
遍
性
と
無
限
性
と
の
観
念
性
で
あ
る
。
」

　
へ
ー
ゲ
ル
は
、
自
ら
の
対
立
的
分
肢
を
直
接
的
・
無
媒
介
的
に

そ
れ
自
体
に
お
い
て
廃
棄
す
る
意
識
の
無
限
性
・
普
遍
性
を
、
意

識
の
中
間
項
と
み
な
す
と
と
も
に
、
そ
れ
を
自
己
回
帰
の
運
動
に

お
い
て
も
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
意
識
す
る
も
の

は
活
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
意
識
さ
れ
る
も
の
は
受
動
的
な
も
の

で
あ
る
。
「
意
識
そ
の
も
の
の
う
ち
に
は
、
活
動
的
な
も
の
の
受

動
的
な
も
の
に
た
い
す
る
運
動
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
運
動
そ
の

も
の
と
し
て
、
意
識
は
一
者
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

は
観
念
的
・
自
体
的
に
だ
け
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
」
運
動
と
し
て

の
意
識
の
こ
の
「
一
者
」
は
、
意
識
の
「
工
ー
テ
ル
的
同
一
性
」

で
あ
り
、
意
識
の
中
間
項
で
あ
る
。
意
識
が
単
純
な
も
の
で
あ
る

以
上
、
意
識
に
お
け
る
意
識
の
対
立
の
運
動
は
、
つ
ね
に
「
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

に
還
帰
す
る
（
旨
巴
9
昌
暮
呉
ぎ
巨
冒
）
」
運
動
と
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
三
／
四
年
の
「
精
神
哲
学
」
に
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（105）　へ一ゲルの「神的三角形」について

お
い
て
は
、
意
識
の
対
立
の
直
接
的
な
廃
棄
の
側
面
杜
強
調
さ
れ

て
い
る
の
に
比
ぺ
て
、
意
識
の
自
己
回
帰
的
性
樒
は
そ
れ
ほ
ど
明

瞭
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
意
識
の
概

念
が
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
「
自
己
意
識
」
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

な
い
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
。

　
一
八
〇
四
／
五
年
の
『
論
理
学
・
形
而
上
学
・
自
然
哲
学
』
の

「
自
然
哲
学
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
工
ー
テ
ル
の
概
念
が
そ
れ
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
工
ー
テ
ル
の
自
己
還
帰
的
性
格
が
強
調
さ
れ

る
。

　
そ
こ
で
は
、
工
ー
テ
ル
は
、
「
す
べ
て
の
事
物
の
絶
対
的
根
拠

と
本
質
」
、
「
絶
対
的
質
料
（
冨
算
①
ま
）
」
あ
る
い
は
「
自
己
自
身

へ
の
純
粋
な
関
係
」
と
し
て
の
「
絶
対
的
精
神
」
と
規
定
さ
れ
て

　
＾
8
〕い
る
。
「
自
己
同
等
な
も
の
と
無
眼
者
と
の
統
一
と
し
て
の
工
ー

テ
ル
は
、
自
己
を
認
識
す
る
。
そ
れ
は
自
ら
を
言
い
表
し
（
彗
甲

竜
屋
亭
竃
）
、
自
ら
を
動
か
す
も
の
と
し
て
の
無
限
で
あ
り
、
自

ら
は
自
己
充
足
に
と
ど
ま
る
も
の
と
し
て
こ
の
無
限
性
を
静
止
さ

せ
る
。
そ
れ
は
自
ら
に
絶
対
に
同
等
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

自
ら
に
絶
対
に
同
等
と
な
る
。
」
自
己
同
等
な
も
の
は
、
自
ら
を

「
言
い
表
す
」
と
と
も
に
、
そ
れ
を
「
聞
き
と
る
（
く
睾
冨
ヴ
目
9
）
」

が
、
「
こ
の
言
い
表
し
」
は
そ
の
他
在
、
す
な
わ
ち
そ
の
無
隈
性

で
あ
り
L
、
そ
れ
ゆ
え
「
自
己
同
等
な
も
の
は
無
限
性
の
聞
き
と

り
」
で
あ
る
。
こ
の
「
聞
き
と
り
」
が
「
自
己
自
身
へ
の
還
帰
」

　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
無
隈
性
の
概
念
は
、
自
己
の
他
者
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
「
言
い
表
し
」
と
「
聞
き
と
り
」
の
運
動
（
自
己
還
帰

の
運
動
）
そ
の
も
の
、
む
し
ろ
よ
り
正
確
に
は
、
運
動
に
お
け
る

静
止
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
自
己
還
帰
と
い
う
円
環
の
な
か

で
は
、
多
様
な
有
限
的
・
個
別
的
な
も
の
は
、
直
接
、
自
己
を
揚

棄
し
て
、
観
念
的
に
全
体
の
契
機
（
峯
o
冒
彗
汁
）
と
な
る
。
こ
の

契
機
は
、
「
単
純
な
自
己
同
等
性
の
直
接
的
な
契
機
」
で
あ
り
、

か
か
る
も
の
と
し
て
「
単
純
で
、
透
明
で
、
自
己
同
等
的
」
で
あ

＾
1
0
）る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
契
機
は
、
「
否
定
的
統
一
の
自
己
内
に
進

み
ゆ
く
闇
夜
の
点
（
老
葭
。
｝
号
旨
ζ
）
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
透

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

明
で
、
明
瞭
に
伯
己
関
係
的
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
へ
ー
ゲ
ル
が
主

張
し
て
い
る
こ
と
は
、
個
別
的
な
も
の
と
普
遍
的
な
も
の
と
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
娑

接
的
．
無
媒
介
的
統
一
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
・
エ
ー

テ
ル
の
エ
レ
メ
ン
ト
に
お
け
る
自
己
還
帰
の
運
動
も
、
個
別
と
普

遍
が
、
自
立
し
た
特
殊
を
媒
介
に
し
て
絶
対
的
同
一
性
を
回
復
す

る
理
性
的
推
論
と
し
て
は
、
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

　
四
／
五
年
の
「
論
理
学
」
の
部
分
で
は
、
「
思
惟
の
関
係
（
く
彗
・
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毒
斥
邑
㎝
）
L
を
扱
っ
た
な
か
で
「
規
定
さ
れ
た
概
念
」
、
「
判
断
」

と
と
も
に
「
推
論
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
推
論
」

は
、
「
形
而
上
学
」
か
ら
分
離
さ
れ
、
そ
れ
の
前
段
階
と
し
て
の

「
論
理
学
」
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
制
約
を
免
れ
て

い
な
い
と
し
て
も
、
へ
ー
ゲ
ル
が
「
推
論
」
を
は
じ
め
て
本
樒
的

に
論
じ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
は
、
推
論
は
、
「
主
語
と
述
語
の
閉
じ
合
わ
せ
（
N
目
．

蟹
冒
昌
昌
竃
；
9
冒
O
q
）
」
と
し
て
の
「
自
己
に
還
帰
し
た
」
「
円

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
邊
）

環
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
は
、
二
つ
の
端
項
を
結
ぷ

推
論
の
中
間
項
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
「
中
間
項
は
、
両
端
項

の
定
立
さ
れ
た
中
間
項
で
あ
る
。
そ
れ
は
普
遍
的
で
あ
る
と
同
時

に
特
殊
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
規
定
性
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
主
語
に
同
等
で
あ
り
、
－
一
つ
の
普
遍
的
な
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
述
語
に
同
等
で
あ
る
。
、
主
語
に
た

い
し
て
は
、
そ
れ
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
同
じ
主
語
を

包
摂
す
る
。
述
語
に
た
い
し
て
は
、
そ
れ
は
特
殊
的
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

り
、
そ
の
同
じ
述
語
の
も
と
に
包
摂
さ
れ
る
。
」

　
へ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
中
間
項
の
理
解
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ

イ
オ
ス
』
の
「
比
例
（
彗
巴
O
O
目
ε
」
の
概
念
の
う
ち
に
あ
る
印

間
項
の
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
＞
、
射
－
団
、
O
と

い
う
比
例
に
お
い
て
は
、
B
は
A
と
C
と
に
た
い
し
て
中
間
項
と

　
　
　
＾
正
）

な
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
三
項
の
緒

ぴ
つ
き
の
緊
密
さ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
へ
ー
ゲ
”
の

推
論
で
は
、
A
と
B
，
B
と
C
と
い
う
二
つ
の
関
係
が
「
二
重
化

　
　
　
＾
1
6
）

さ
れ
た
判
断
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、

「
中
間
項
は
、
…
…
両
端
項
を
包
摂
す
る
真
の
中
間
項
と
は
な
っ

　
　
　
否
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

て
お
ら
ず
」
、
た
ん
な
る
「
移
行
点
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
一
四
／
五
年
の
「
論
理
学
」
で
は
、
普
遍
性
．
特
殊

性
・
個
別
性
の
三
概
念
が
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
両
端
項
が
中

間
項
を
媒
介
に
し
て
絶
対
的
同
一
性
を
回
復
す
る
理
性
的
推
論
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

ま
だ
確
立
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

国
o
o
o
〇
一
〇
．
婁
－
一
団
o
・
9
ω
・
ミ
N
・

－
σ
－
o
－
－
ω
．
N
N
ω
一

冒
巨
一

－
σ
｝
o
二
ω
‘
N
N
㎞
．

H
す
」
〇
一
－
ω
一
N
o
o
ド

H
げ
－
ρ
．
－
m
…
l
N
N
ω
一

へ
ー
ゲ
ル
が
「
自
己
意
識
」
の
概
念
を
用
い
始
め
る
の
は
、

八
〇
五
／
六
年
の
『
自
然
哲
学
ユ
糟
神
哲
学
』
（
『
実
在
哲
学
皿
』
）
に

お
い
て
で
あ
り
、
三
■
四
年
の
「
精
神
哲
学
」
に
お
い
て
は
、
断
片

に
書
き
込
ま
れ
た
一
つ
の
例
外
を
除
い
て
、
「
自
己
意
識
」
の
概
念
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（107）　へ一ゲルの「神的三角形」について

　
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
（
く
o
同
一
■
ρ
ミ
ニ
田
創
．
9
ω
・
亀
o
・
）
。

（
8
）
罵
o
・
♀
ρ
≠
墨
－
N
一
ω
．
－
。
。
。
。
．

（
9
）
－
巨
3
ω
L
8
‘

（
1
0
）
　
；
ζ
二
ω
．
－
竃
1

（
1
1
）
　
旨
己
二
〇
〇
1
轟
o
o
1

（
1
2
）
　
へ
ー
ゲ
ル
は
、
四
／
五
年
の
「
自
然
哲
挙
」
に
お
い
て
、
精
神

　
の
理
念
で
あ
る
生
命
を
「
普
遍
性
と
特
殊
性
と
の
直
接
的
関
係
」

　
（
O
、
老
■
一
巾
P
“
ω
。
H
O
O
α
）
と
み
な
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
宙
o
o
q
o
ポ
Ω
一
ミ
ニ
ω
〇
一
“
ω
一
〇
㎞
一

（
1
4
）
　
冒
δ
二
ω
．
茎
’

（
∬
）
　
里
津
o
p
ヨ
昌
巴
o
p
2
o
1
s
田
1
　
　
　
　
　
■

（
1
6
）
　
回
晶
♀
ρ
ミ
ー
一
田
P
N
一
ω
一
湯
．

（
〃
）
　
宇
己
二
ω
‘
ξ
1

（
1
8
）
　
冒
己
－
一
ω
1
ξ
．

（
1
9
）
向
－
民
－
戸
＞
i
向
－
卸
ω
－
＞
－
向
と
い
う
よ
う
に
、
「
各

　
項
が
い
ず
れ
も
端
項
の
位
置
を
占
め
る
と
と
も
に
、
ま
た
媒
介
す
る

　
中
間
項
の
位
置
を
も
占
め
る
」
（
老
雪
訂
一
｝
P
O
〇
一
ω
」
山
O
O
）
完
成
さ

　
れ
た
理
性
推
論
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
『
糟
神
現
象
挙
』

　
の
主
と
奴
の
弁
証
法
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

’、

　
先
行
す
る
三
、
四
、
五
章
に
お
い
て
、
「
神
的
三
角
形
」
の
断

片
に
か
か
わ
る
か
た
ち
で
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
展
開
を
み
て
き
た

が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
共
同
研
究
を
お
こ
な
っ
た
イ
ェ
ー
ナ
の
初

期
に
「
神
的
三
角
形
」
の
思
想
を
み
て
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
の
執
筆
時
期
を
一
八
〇
一

年
と
み
な
し
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
見
解
に
組
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
一
八
〇
一
年
に
書
か
れ
た
へ
ー
ゲ
ル
の
「
討
論
テ
ー

ゼ
」
三
に
お
け
る
「
正
方
形
は
自
然
の
法
則
で
あ
り
、
三
角
形
は

精
神
の
法
則
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
と
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片

と
の
思
想
的
つ
な
が
り
が
指
摘
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
「
討
論

テ
ー
ぜ
」
は
ア
フ
才
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
両
者
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓
　
　
　
　
1

的
同
一
性
を
い
う
こ
と
は
無
理
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
神
的
三
角
形
」
に
お
け
る
中
間
項
の
論
理
が
あ
ら
わ
れ
る
の

は
、
三
／
四
年
の
『
思
弁
哲
学
の
体
系
』
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、

中
間
項
の
論
理
に
か
ん
し
て
は
、
両
者
の
同
一
性
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
三
／
四
年
の
「
精
神
哲
学
」
に
お
い
て

は
、
「
自
己
意
識
」
の
概
念
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
精
神
哲

挙
」
も
「
意
識
の
哲
学
」
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
自

己
還
帰
す
る
エ
ー
テ
ル
の
概
念
が
そ
れ
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
精
神

が
「
自
己
認
識
」
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、
四

／
五
年
の
『
論
理
学
・
形
而
上
挙
・
自
然
哲
学
』
に
お
い
て
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片

肋7
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は
、
三
／
四
年
の
『
恩
弁
哲
学
の
体
系
』
と
四
／
五
年
の
『
論
理

挙
・
形
而
上
学
・
自
然
哲
学
』
と
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
な

す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
一
八
〇
四
／
五
年
春
に

書
か
れ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
執
筆
時
期
に
か
ん
す
る
キ

ム
メ
ル
レ
の
推
定
は
肯
首
し
う
る
。
し
か
し
、
キ
ム
メ
ル
レ
の
場

合
、
「
無
隈
に
進
ん
で
い
く
直
線
」
を
表
現
し
て
い
る
「
三
角
形

の
図
」
が
そ
の
当
時
の
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
を
表
明
し
た
も
の
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
「
諸
三
角
形
の
三
角

形
」
に
つ
い
て
の
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
の
注
釈
に
依
拠
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
？
）

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
展
開
に
お
け
る

「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
の
位
置
づ
け
が
不
分
明
で
あ
る
。

　
『
人
倫
の
体
系
』
に
お
い
て
す
で
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
共
有
し

た
方
法
（
直
観
と
概
念
と
の
相
互
包
摂
）
と
へ
ー
ゲ
ル
独
自
の
方

法
（
中
間
項
の
論
理
）
と
が
結
び
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
イ
ェ
ー
ナ
前
期
の
へ
ー
ゲ
ル
は
、
彼
の
思
惟
独
自
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
獲
得
と
思
想
の
体
系
的
展
開
の
模
索
の
過
程
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
「
神
的
三
角
形
」
の
断
片
も
、
た
ん
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
す

ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
へ
ー
ゲ
ル
の
思
惟
の
努
カ

の
痕
跡
を
残
す
も
の
と
し
て
、
彼
の
思
惟
の
発
展
の
な
か
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
「
討
論
テ
ー
ゼ
」
二
で
は
、
「
推
論
は
観
念
論
の
原
理
で
あ
る
」

　
　
と
い
う
命
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
八
〇
四
／
五
年
の
「
論
理

　
学
」
に
お
い
て
ま
だ
理
性
的
推
論
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
み

　
　
て
も
、
完
成
し
た
へ
ー
ゲ
ル
の
思
想
を
前
提
に
し
て
、
「
討
論
テ
ー

　
　
ぜ
」
を
解
釈
し
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
声
ら
昌
罵
H
一
9
冒
叩
串
o
σ
一
竃
O
竃
き
胴
馨
巨
o
萎
亭
。
ヰ

　
o
ω
叩
U
o
自
汗
①
目
ω
－
ω
．
H
一
α
｛
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
見
工
業
大
学
助
教
授
）
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